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の ・如き複難なる方法によらす最 も簡軍に して又最 も適確、且つ最 も光に鏡敏なる銅
盛膠質の製法を嚢見 し、これか ら容易に銅膠質を光により生成せ しめ得 る事を述べ且






用(2)ア ムモニア、苛性 アルカリに封する作用、(4)ゼ ラチンの濃度ε黄色膠質生成
の濃度εの關係を論じ(5)酸 に封する作用は白色膠質に憂化する重要の攣化であるか
らや ・詳細に論 じ黄色膠質が自色膠質に攣化 させるのは一定の水素 イオンの濃度の必
要なる事を示 し次に(6)沈 降速度より又限外顯微鏡により黄色膠質の粒子の大 さを測
定 して大凡290-260y.IJ.ε しナニ。次に白色膠質の粒子の大さを大凡360y・y・なる事を測




                 ( 5 )
進め生 じナこ感光性の白色膠質 は再 生 したCuCl(臭 化物 を用ひ ナこ時はCuBr)で ある
ε思はれ る。
 .此 のノ、ロゲ ン化物 の光に よる作用は
              光
       Cv2Cr2+H20二2Cu+2HC1+e2              嗜
の作用に よる もの ・様 である。
   酷 酸 繊 維 素 皮 膜 製 逡 及 び 紡 糸 試 験 礫 一報)
     酷 酸 繊 維 素 の 品 質 ご皮 膜 の 強 度 こ の 關 係
        喜 多 源 逸  菅 野 源 一 郎
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水愛 化の温度の影響此の揚合にも著 しからざるこεを知れ り7度 にて威理せるものは
全部可溶姓の酷酸繊維素を産せざりしが其可溶部に就て試験せ り而 して13度の揚合ε
著 しく差異なきこSを 認め此 くの如 き低温度使用が意味なき事を認めナこり
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